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一
　
は
じ
め
に

筆
者
は
近
時
、
古
典
和
歌
を
例
歌
（
証
歌
）
と
し
て
収
載
す
る
、
近
世
期
に
成
立
し
た
類
題
和
歌
集
の
研
究
を
進
め
て
い
る
が
、
こ

の
期
に
成
立
し
た
類
題
集
の
種
類
た
る
や
種
々
様
々
で
、
一
口
で
言
え
ば
、
ま
さ
に
多
彩
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
と
規
定
さ
れ
よ
う
か
。

そ
の
よ
う
な
多
彩
を
極
め
る
近
世
類
題
集
の
な
か
で
、
筆
者
は
過
年
、「『
証
歌
集
』
の
成
立
」（『
古
代
中
世
文
学
論
考
　
第
十
七
集
』

平
成
一
八
・
四
、
新
典
社
）
を
公
表
し
、
そ
の
意
義
、
役
割
な
ど
に
言
及
し
た
が
、
こ
の
た
び
、「『
故
人
證
謌
集
』
の
成
立

―
付
・

『
宗
好
詠
草
』
翻
刻
と
初
句
索
引

―
」
を
脱
稿
す
る
こ
と
を
得
た
。
当
稿
は
近
く
『
京
都
光
華
女
子
大
学
短
期
大
学
部
研
究
紀
要

第
四
十
五
号
』（
平
成
一
九
・
一
二
）
に
発
表
予
定
で
あ
る
が
、
こ
の
集
は
、
古
典
和
歌
を
主
要
内
容
と
は
す
る
が
、
一
部
近
世
期
の

歌
人
の
詠
歌
も
含
ん
で
い
る
点
、
少
々
趣
を
異
に
す
る
類
題
集
と
言
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
筆
者
の
近
時
の
研
究
状
況
の
な
か
で
、「
証
（
證
）
歌
（
謌
）
集
」
な
る
呼
称
を
も
つ
書
目
を
さ
ら
に
探
索
し
て
い
た

途
上
で
逢
着
し
た
の
が
、
高
井
八
穂
・
榛
原
保
人
編
『
類
題
名
家
和
歌
集
』
な
る
類
題
集
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
本
集
は
、
福
井
久
藏
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氏
『
大
日
本
歌
書
綜
覧
　
上
巻

』（
昭
和
四
九
・
五
復
刻
版
、
国
書
刊
行
会
）
に
、

類
題
名
家
和
歌
集

三
巻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
井
八
穂

文
化
九
年
刊
行
す
。
◇
八
穂
は
通
称
伊
十
郎
、
高
井
宣
風
の
詞
書
、
古
詩
類
題
を
著
し
、
又
天
保
八
年
父
の
集
春
雨
集
を
出
す
。

な
る
紹
介
が
あ
る
一
方
、『
和
歌
大
辞
典
』（
昭
和
六
一
・
三
、
明
治
書
院
）
に
は
、

名
家
和
歌
集
め
い

か
し
ふか
わ

（
江
戸
期
類
題
集
）
類
題
名
家
和
歌
集
と
も
。
榛
原
保
人
編
。
文
化
九1812

刊
。
三
巻
三
冊
。
高
井
宣
風
が
集

め
た
常
縁
・
宗

・
長
嘯
子
ら
約
四
七
名
の
歌
人
の
和
歌
を
四
季
・
恋
・
雜
に
部
立
し
、
題
ご
と
に
分
類
列
記
す
る
。
収
載
歌

数
は
約
四
〇
七
五
首
。
東
京
大
学
総
合
図
書
館
に
天
保
一
二1841

年
刊
行
本
が
あ
る
ほ
か
、
刊
年
不
明
本
が
国
会
図
書
館
な
ど

に
蔵
さ
れ
る
。

（
辻
　
勝
美
）

と
い
う
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
編
者
に
つ
い
て
異
同
が
指
摘
さ
れ
、
本
集
が
な
お
検
討
さ
れ
る
べ
き
問
題
点
を
含
ん
で

い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
編
者
の
問
題
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
現
時
点
で
は
取
り
敢
え
ず
、
高
井
八
穂
と

榛
原
保
人
の
両
名
を
編
者
に
想
定
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

こ
の
よ
う
に
、
本
集
は
す
で
に
、
簡
略
で
は
あ
る
が
そ
の
大
略
が
紹
介
さ
れ
、
有
益
な
知
見
は
得
ら
れ
る
が
、
そ
の
内
容
を
詳
細
に

検
討
し
て
み
る
と
、
編
者
の
問
題
の
ほ
か
、
本
集
に
は
素
姓
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
得
な
い
歌
人
も
含
ま
れ
て
い
る
う
え
に
、
近
世

期
の
歌
人
の
詠
作
も
か
な
り
収
載
さ
れ
て
い
る
点
で
、『
故
人
證
謌
集
』
と
共
通
す
る
側
面
を
も
つ
点
な
ど
、
種
々
検
討
す
べ
き
課
題

も
少
な
く
な
い
よ
う
だ
。
そ
の
意
味
で
は
、
本
集
は
、
近
世
期
に
成
立
し
た
類
題
集
と
し
て
改
め
て
、
そ
の
具
体
的
な
内
実
や
位
相
な

ど
に
つ
い
て
検
討
が
要
請
さ
れ
る
類
題
集
の
ひ
と
つ
と
言
え
る
よ
う
に
思
う
。

そ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
本
稿
は
、
例
に
よ
っ
て
の
蕪
雑
な
作
業
報
告
に
す
ぎ
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
辞
典
類
以
外
に
は
ほ
と
ん
ど
言
及

さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
『
類
題
名
家
和
歌
集
』
に
つ
い
て
、
成
立
の
問
題
を
中
心
に
据
え
て
考
察
を
加
え
て
み
た
論
考
で
あ
る
。
大

方
の
厳
し
い
ご
批
正
を
賜
ら
ば
、
幸
甚
に
思
う
次
第
で
あ
る
。
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二
　
書
誌
的
概
要

さ
て
、
本
集
の
伝
本
に
つ
い
て
、『
私
撰
集
伝
本
書
目
』（
昭
和
五
〇
・
一
一
、
明
治
書
院
）
に
よ
れ
ば
、

728
類
題
名
家
和
歌
集
　
高
井
宣
風
（
八
穂
）

文
化
九
年

類
題
名
家
和
歌
集
　
　
　
三
　
文
化
九
年
刊
　
慶
大
・
明
大
毛
利
本
五
冊
、
別
本
か

帝
塚
山
短
大
（
９
１
１
・
一
五
・
Ｒ
四
）

類
題
名
家
和
歌
集
　
　
　
三
　
天
保
一
二
刊
　
東
大
葵
文
庫

類
題
名
家
和
歌
集
　
　
　
三
　
刊
　
　
　
　
　
刈
谷
市
村
山
文
庫

の
ご
と
き
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、
今
回
底
本
に
選
ん
だ
、
臼
杵
市
立
臼
杵
図
書
館
蔵
の
文
化
九
年
刊
行
の
版
本
を
対

象
に
し
て
考
察
を
進
め
て
い
き
た
い
が
、
筆
者
は
該
本
に
つ
い
て
は
未
見
で
あ
る
の
で
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
・
フ
ィ

ル
ム
（
２
５
８
・
８
１
・
８
）
に
よ
っ
て
紹
介
す
れ
ば
、
お
お
よ
そ
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

所
蔵
者
　
臼
杵
市
立
臼
杵
図
書
館
　
蔵
（
和
／
５
５
）

編
著
者
　
高
井
八
穂
・
榛
原
保
人

体
　
裁
　
中
本
（
縦
一
八
・
三
セ
ン
チ
、
横
一
二
・
一
セ
ン
チ
）

三
冊
　
版
本
　
袋
綴
じ

題
　
簽
　
類
題
名
家
和
歌
集
　
上
（
中
・
下
）

内
　
題
　
名
家
和
歌
集
春
之
部
（
〜
雜
之
部
）

匡
　
郭
　
な
し

各
半
葉
　
十
一
行
（
和
歌
一
首
一
行
書
き
）

序
十
一
行

総
丁
数
　
百
九
十
九
丁
（
上
冊
〈
序
・
春
之
部
・
夏
之
部
〉
・
七
十
丁
、
中
冊
〈
秋
之
部
・
冬
之
部
〉
六
十
一
丁
、
下
冊
〈
恋
之
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部
・
雜
之
部
〉
六
十
八
丁
）

総
歌
数
　
四
千
七
十
四
首
（
春
之
部
・
八
百
七
十
六
首
、
夏
之
部
・
六
百
十
首
、
秋
之
部
・
七
百
五
十
九
首
、
冬
之
部
・
五
百
二
首
、

恋
之
部
・
七
百
二
十
一
首
、
雜
之
部
・
六
百
六
首
）

柱
　
刻
　
な
し

序
　
　
　
高
井
八
穂
・
榛
原
保
人

跋
　
　
　
な
し

刊
　
記
　
文
化
九
年
申
正
月
／
本
石
町
十
軒
店
／
萬
笈
堂
　
英
平
吉
／
大
伝
馬
町
／
瑞
玉
堂
　
大
和
田
安
兵
衛

印
　
記
　
大
正
八
年
／
稲
葉
家
／
十
月
廿
一
日
／
寄
贈
（
上
冊
見
返
し
）

以
上
か
ら
、
本
集
は
春
之
部
・
八
百
七
十
六
首
、
夏
之
部
・
六
百
十
首
、
秋
之
部
・
七
百
五
十
九
首
、
冬
之
部
・
五
百
二
首
、
恋
之

部
・
七
百
二
十
一
首
、
雜
之
部
・
六
百
六
首
の
、
都
合
四
千
七
十
四
首
を
収
載
す
る
、
中
規
模
の
類
題
集
と
規
定
で
き
よ
う
か
。

三
　
歌
題
の
問
題

以
上
、
本
集
の
書
誌
的
概
要
に
つ
い
て
言
及
し
た
が
、
そ
れ
で
は
、
本
集
は
類
題
集
と
し
て
い
か
な
る
属
性
を
有
し
て
い
る
の
か
、

歌
題
の
視
点
か
ら
検
討
し
て
み
た
い
と
思
う
。

と
こ
ろ
で
、
本
集
の
誌
面
の
体
裁
は
三
段
組
で
、
歌
題
、
例
歌
（
証
歌
）、
作
者
と
な
っ
て
い
る
が
、
例
歌
（
証
歌
）
に
付
せ
ら
れ

た
歌
題
に
つ
い
て
、
各
部
立
別
に
掲
げ
る
と
、

春
之
部
　
　
四
百
三
十
題
　
　
夏
之
部
　
　
二
百
七
十
題
　
　
秋
之
部
　
三
百
七
十
一
題

冬
之
部
　
三
百
四
十
六
題
　
　
恋
之
部
　
二
百
九
十
六
題
　
　
雜
之
部
　
　
　
三
百
六
題
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合
　
計
　
　
二
千
十
九
題

の
と
お
り
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
本
集
の
収
録
す
る
こ
の
歌
題
数
が
い
か
な
る
位
相
に
あ
る
の
か
、
こ
こ
で
標
準
的
な
類
題
集
と
の
比

較
を
試
み
て
み
る
と
、
次
の
（
表
１
）
の
ご
と
く
で
あ
る
。

（
表
１
）
主
要
な
類
題
集
と
の
歌
題
数
比
較
一
覧
表

集
名

部
立

春

夏

秋

冬

恋

雜

合
計

類
題
名
家
和
歌
集

四
三
〇

二
七
〇

三
七
一

三
四
六

二
九
六

三
〇
六

二
〇
一
九

二
八
明
題
和
歌
集

三
一
七

一
五
一

三
四
五

一
八
二

二
五
九

九
九
二

二
二
六
九

題
林
愚
抄

四
〇
八

二
八
二

五
一
五

三
二
六

四
五
二

五
六
八

二
五
五
一

明
題
和
歌
全
集

四
七
六

二
九
三

五
九
〇

三
三
七

四
五
七

九
七
三

三
一
二
六

類
題
和
歌
集

二
二
五
八

一
一
〇
一

二
四
七
〇

一
二
七
九

一
四
七
九

二
二
九
八

一
〇
八
八
五

新
類
題
和
歌
集

三
〇
三
九

一
七
四
一

三
七
〇
五

一
八
四
四

二
一
〇
九

三
六
七
三

一
六
一
一
一

こ
の
（
表
１
）
を
み
る
と
、
本
集
の
歌
題
数
は
、『
類
題
和
歌
集
』『
新
類
題
和
歌
集
』
を
除
く
な
ら
ば
、
他
の
類
題
集
に
比
べ
て
そ

れ
ほ
ど
差
異
の
な
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
よ
う
が
、
こ
の
点
を
、
夏
之
部
に
収
載
す
る
「
瞿
麦
」
関
係
の
歌
題
で
具
体
的
に
検
証
し
て
み

た
の
が
次
頁
の
（
表
２
）
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、（
表
２
）
に
お
け
る
略
号
は
、「
Ａ
」
が
『
類
題
名
家
和
歌
集
』、「
Ｂ
」
が
『
二
八
明
題
和
歌
集
』、「
Ｃ
」
が
『
続
五
明

題
和
歌
集
』、「
Ｄ
」
が
『
題
林
愚
抄
』、「
Ｅ
」
が
『
明
題
和
歌
全
集
』、「
Ｆ
」
が
『
類
題
和
歌
集
』
を
、
そ
れ
ぞ
れ
意
味
し
て
い
る
。
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（
表
２
）「
瞿
麦
」
関
係
の
歌
題
比
較
一
覧
表

歌
題

集
名

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

菖
蒲

○

○

○

○

○

○

尋
曳
菖
蒲

○

曳
菖
蒲

○

○

○

刈
菖
蒲

○

○

○

茸
菖
蒲

○

雨
中
菖
蒲

○

菖
蒲
露

○

朝
菖
蒲

○

夕
採
菖
蒲

○

水
辺
菖
蒲

○

沢
辺
菖
蒲

○

池
菖
蒲

○

○

池
朝
菖
蒲

○

古
池
菖
蒲

○

江
菖
蒲

○

○

○

○

江
中
菖
蒲

○

沼
辺
菖
蒲

○
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歌
題

集
名

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

簷
菖
蒲

○

○

○

閨
菖
蒲

○

袖
上
菖
蒲

○

○

○

旅
宿
菖
蒲

○

○

○

○

計

三

二

一

七

七

二
一

こ
の
（
表
２
）
に
掲
げ
た
の
は
、
中
世
か
ら
近
世
初
期
に
か
け
て
成
立
し
た
代
表
的
な
類
題
集
だ
が
、
こ
の
う
ち
、「
菖
蒲
」
関
係

の
歌
題
を
二
十
一
題
収
録
し
て
い
る
『
類
題
和
歌
集
』
が
充
実
し
た
内
容
を
み
せ
る
な
か
で
、
七
題
を
掲
げ
る
『
題
林
愚
抄
』『
明
題

和
歌
全
集
』
に
続
い
て
、
本
集
が
、
一
題
の
『
二
八
明
題
和
歌
集
』、
二
題
の
『
続
五
明
題
和
歌
集
』
を
凌
駕
し
て
三
題
を
収
載
し
て

い
る
実
態
は
、
歌
題
収
録
数
の
点
で
は
、
他
の
類
題
集
と
比
較
し
て
そ
れ
ほ
ど
遜
色
の
な
い
様
相
を
呈
し
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ

う
。ち

な
み
に
、
参
考
ま
で
に
「
菖
蒲
」
の
属
性
に
つ
い
て
『
和
歌
題
林
抄
』
か
ら
引
用
す
れ
ば
、

34

菖
蒲
あ
や
め
草
、
な
が
き
ね
ひ
く
、
軒
に
ひ
く
　
た
も
と
に
か
く
、
ひ
く
て
も
た
ゆ
く
、
よ
ど
の
か
く
れ
ぬ
、
つ
く
ま
江
、
ぬ
ま
、
う
き

人
し
れ
ぬ
ま
に
お
ふ
と
も
、
人
の
心
の
う
き
に
お
ふ
と
も
、
恋
ぢ
に
お
ふ
れ
ば
袂
に
ね
は
か
ゝ
る
と
も
、
か
く
れ
ぬ
に
お
ふ
れ
ば
、

名
は
あ
ら
は
れ
ぬ
と
も
、
な
が
き
ね
は
ひ
く
て
も
た
ゆ
し
と
も
、
玉
の
う
て
な
も
、
し
づ
が
ふ
せ
や
も
、
あ
ま
ね
く
ふ
く
と
も
、

草
の
庵
に
は
ふ
け
ど
も
み
え
わ
か
ぬ
と
も
、
け
ふ
ば
か
り
の
つ
ま
な
れ
ば
あ
だ
な
り
と
も
、
あ
や
め
の
枕
を
み
れ
ば
、
ふ
し
な
れ

た
る
せ
こ
も
、
た
び
心
ち
す
と
も
よ
む
。

つ
く
ま
江
の
底
の
ふ
か
さ
を
よ
そ
な
が
ら
ひ
け
る
あ
や
め
の
ね
に
も
し
る
か
な
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あ
や
め
草
よ
ど
の
に
生
る
物
な
れ
ば
ね
な
が
ら
人
に
ひ
く
に
ぞ
あ
り
け
る

の
と
お
り
で
あ
る
。「
菖
蒲
」
が
「
し
ょ
う
ぶ
」
を
意
味
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、『
和
歌
大
辞
典
』（
滝
沢
貞
夫
氏
執
筆
）

に
よ
る
と
、
菖
蒲
が
歌
題
と
し
て
初
め
て
登
場
す
る
の
は
「
寛
和
二
年
（
九
八
六
）
六
月
十
日
内
裏
歌
合
」
だ
が
、「
実
作
は
菖
蒲
の

根
・
引
く
・
生
ふ
・
掛
く
の
言
葉
の
縁
に
よ
る
観
念
的
詠
で
、
条
理
あ
や
め

・
憂
し
に
よ
る
恋
愛
感
情
・
述
懐
の
情
を
か
ら
ま
せ
た
詠
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。」
由
で
あ
る
。
な
お
、
本
集
が
「
菖
蒲
」
の
単
独
題
の
ほ
か
は
「
池
」「
江
」
と
の
結
題
を
掲
げ
て
い
る
点
は
、「
菖
蒲
」

の
基
本
的
・
素
朴
な
属
性
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
か
。

四
　
収
載
歌
の
問
題

―
撰
集
資
料
と
詠
歌
作
者

さ
て
、
本
集
が
総
歌
数
四
千
七
十
四
首
を
収
載
す
る
、
中
規
模
程
度
の
類
題
集
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
す
で
に
言
及
し
た
が
、
そ

れ
で
は
、
本
集
の
収
載
歌
は
い
か
な
る
経
過
を
経
て
本
集
に
収
載
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
こ
ろ
で
、
本
集
の
掲
載
内
容
を
紹
介
す

る
と
、
歌
題
、
例
歌
（
証
歌
）、
詠
歌
作
者
の
順
で
、
一
行
書
き
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
上
・
中
・
下
冊
の
な
か
か
ら

任
意
に
、「
雪
中
鶯
」（
上
）、「
七
夕
橋
」（
中
）、「
憑
誓
言
恋
」（
下
）
の
例
歌
（
証
歌
）
と
詠
歌
作
者
を
引
用
し
て
み
よ
う
。

雪
中
鶯
（
春
之
部
）

１
　
花
と
し
も
え
や
は
み
雪
の
山
か
げ
に
こ
ゝ
ろ
も
し
ら
ぬ
う
ぐ
ひ
す
の
な
く

（
宗

・
二
一
六
）

２
　
ゆ
き
は
猶
ふ
る
す
な
が
ら
に
う
ち
と
け
て
な
く
音
は
る
な
る
谷
の
う
ぐ
ひ
す

（
宣
長
・
二
一
七
）

３
　
う
ち
わ
た
す
竹
田
の
は
ら
の
雪
の
う
ち
に
鶯
な
き
ぬ
は
る
の
初
声

（
真
渕
・
二
一
八
）

４
　
消
あ
へ
ぬ
ゆ
き
の
梢
に
い
と
は
や
も
花
や
を
そ
し
と
来
な
く
う
ぐ
ひ
す

（
亨
弁
・
二
一
九
）

５
　
花
と
ち
る
そ
の
ふ
の
は
る
の
白
ゆ
き
に
に
ほ
ひ
を
そ
ふ
る
う
ぐ
ひ
す
の
声

（
千
蔭
・
二
二
〇
）
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七
夕
橋
（
秋
之
部
）

６
　
天
川
も
み
ぢ
の
は
し
は
あ
は
ぬ
ま
の
な
み
だ
の
つ
ゆ
や
か
け
て
そ
め
け
む

（
亨
弁
・
一
五
四
二
）

７
　
か
さ
ゝ
ぎ
の
わ
た
す
あ
ふ
せ
の
あ
ま
の
川
そ
れ
も
一
よ
の
ゆ
め
の
う
き
は
し

（
同
・
一
五
四
三
）

８
　
神
代
よ
り
も
み
ぢ
の
は
し
を
彦
ぼ
し
の
わ
た
れ
ど
に
し
き
中
は
た
え
せ
ず

（
宣
長
・
一
五
四
四
）

９
　
此
ゆ
ふ
べ
玉
ば
し
わ
た
す
あ
ま
の
川
ふ
り
さ
け
見
ん
に
雲
な
が
く
し
て

（
同
・
一
五
四
五
）

10

か
さ
ゝ
ぎ
の
わ
た
せ
る
は
し
に
か
た
し
き
て
秋
さ
り
衣
つ
ま
や
ま
つ
ら
ん

（
貞
徳
・
一
五
四
六
）

11

あ
は
ぬ
ま
の
な
み
だ
の
し
ぐ
れ
そ
め
て
こ
そ
紅
葉
の
は
し
を
け
ふ
わ
た
す
ら
め

（
玉
山
・
一
五
四
七
）

12

ふ
り
ぬ
と
も
そ
ら
に
く
だ
す
な
た
な
ば
た
に
か
け
し
た
の
み
の
ひ
と
つ
た
な
橋

（
蘆
庵
・
一
五
四
八
）

憑
誓
言
恋
（
恋
之
部
）

13

は
か
な
し
や
ち
ゞ
の
社
に
か
け
ず
と
も
た
ゞ
一
こ
と
に
み
え
ん
ま
こ
と
を

（
宗

・
二
九
二
七
）

14

千
と
せ
ま
で
此
こ
と
の
は
も
か
は
ら
じ
と
か
け
て
ぞ
ち
か
ふ
神
が
き
の
松

（
宣
長
・
二
九
二
八
）

15

い
も
と
せ
の
中
に
な
が
る
ゝ
川
水
の
た
え
ん
よ
に
こ
そ
君
と
か
れ
な
め

（
千
蔭
・
二
九
二
九
）

こ
の
１
〜
15
の
三
歌
題
の
も
と
に
配
列
さ
れ
て
い
る
例
歌
の
原
拠
資
料
と
そ
の
歌
題
を
探
っ
て
み
る
と
、
ま
ず
１
〜
５
の
「
雪
中
鶯
」

題
下
の
う
ち
、
１
と
２
の
詠
は
各
々
、『
宗

集
』（
四
）、『
鈴
屋
集
』（
六
七
）
に
本
集
と
同
題
で
掲
出
さ
れ
る
一
方
、
３
〜
５
の
詠

は
各
々
、『
賀
茂
翁
家
集
』
に
「
う
ぐ
ひ
す
を
」、『
招
嘲
集
』
に
「
鶯
」、『
う
け
ら
が
花
初
編
』
に
「
雪
中
鶯
声
」
の
題
を
伴
っ
て
収

載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
１
〜
５
の
詠
は
、
１
・
２
が
原
拠
資
料
の
題
と
符
合
す
る
も
の
の
、
３
〜
５
の
詠
は
原
拠
資
料
の
題
と
は
異
同

す
る
と
い
う
実
態
が
知
ら
れ
よ
う
。

次
に
、「
七
夕
橋
」
題
の
６
〜
12
の
六
首
を
検
討
し
て
み
る
と
、
６
・
７
と
10
の
詠
は
各
々
、『
招
聴
集
』（
二
九
四
・
二
九
五
）
と

『
逍
遙
集
』（
一
〇
四
八
）
に
本
集
と
同
題
で
載
る
一
方
、
８
・
９
と
11
の
詠
は
各
々
、『
鈴
屋
集
』（
六
〇
〇
・
一
七
二
七
）
と
戸
田
茂
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睡
編
の
私
撰
集
『
鳥
の
跡
』（
二
九
〇
）
に
「
七
夕
」
の
題
で
掲
出
さ
れ
て
い
る
が
、
12
の
詠
は
蘆
庵
の
私
家
集
『
六
帖
詠
草
』『
六
帖

詠
草
拾
遺
』
に
収
載
を
み
て
い
な
い
。
こ
の
点
、「
七
夕
橋
」
題
の
例
歌
（
証
歌
）
は
原
拠
資
料
と
符
合
す
る
場
合
も
あ
れ
ば
異
同
す

る
場
合
も
あ
る
一
方
、
撰
集
資
料
と
お
ぼ
し
き
私
撰
集
の
歌
題
と
異
同
し
た
り
、
自
身
の
私
家
集
に
欠
く
場
合
も
指
摘
さ
れ
て
、
種
々

様
々
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
よ
う
だ
。

最
後
に
、「
憑
誓
言
恋
」
題
の
13
〜
15
の
三
首
の
場
合
は
、
13
の
詠
が
『
宗

集
』（
二
一
四
）
に
本
集
と
同
題
で
載
る
一
方
、
14
と

15
の
詠
は
各
々
、『
鈴
家
集
』（
一
〇
八
七
）
と
『
う
け
ら
が
花
初
編
』（
一
〇
〇
六
）
に
「
誓
恋
」
題
で
収
載
さ
れ
て
、
本
集
の
例
歌

採
録
状
況
に
、
原
拠
資
料
が
想
定
さ
れ
た
り
、
対
象
外
で
あ
っ
た
り
す
る
実
態
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
だ
。

以
上
、
本
集
に
収
載
さ
れ
る
任
意
に
選
ん
だ
歌
題
と
例
歌
を
検
討
し
た
限
り
で
は
、
そ
の
撰
集
資
料
に
私
家
集
な
ど
の
原
拠
資
料
を

想
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
ま
た
、
11
の
例
歌
や
、
上
野
洋
三
氏
編
『
近
世
和
歌
撰
集
集
成
　
第
一
巻
〜
第
三
巻

』（
昭
和
六
〇
・
四
、
同

六
二
・
七
、
同
六
三
・
一
、
明
治
書
院
）
な
ど
を
参
照
し
て
調
査
し
て
も
、
撰
集
資
料
に
私
撰
集
や
類
題
集
を
想
定
す
る
こ
と
は
不
可

能
で
あ
っ
て
、
総
じ
て
、
現
時
点
で
本
集
の
撰
集
資
料
を
特
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
え
よ
う
。

そ
れ
で
は
、
本
集
に
収
録
さ
れ
る
例
歌
（
証
歌
）
四
千
七
十
四
首
の
詠
歌
作
者
は
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
、
こ
の
問

題
の
検
討
か
ら
、
本
集
の
内
実
に
迫
っ
て
み
た
い
と
思
う
。

次
の
（
表
３
）
は
本
集
に
収
載
さ
れ
る
詠
歌
歌
人
の
す
べ
て
で
あ
る
。

（
表
３
）「
瞿
麦
」
関
係
の
歌
題
比
較
一
覧
表

作
　
者

歌
　
数
●

１

宣
　
風

五
〇
九
首

２

宣
　
長

二
九
三
首

作
　
者

歌
　
数
●

３

幸
　
隆

二
七
四
首

４

宗
　
固

二
五
三
首

作
　
者

歌
　
数
●

５

長
嘯
子

二
一
六
首

６

松
　
軒

一
九
五
首
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こ
の
（
表
３
）
を
み
る
と
、
本
集
に
は
総
勢
五
十
人
の
詠
歌
作
者
が
収
載
さ
れ
て
い
る
実
態
が
知
ら
れ
、
予
想
以
上
に
特
定
の
歌
人

層
に
限
定
さ
れ
て
い
る
事
実
に
驚
か
さ
れ
よ
う
。
そ
こ
で
次
に
、
本
集
の
収
載
歌
人
五
十
人
を
、
時
代
順
に
分
類
し
、
そ
の
生
没
年
な

11 高井八穂・榛原保人編『類題名家和歌集』の成立

作
　
者

歌
　
数
●

７

亨
　
弁

一
八
八
首

８

長
　
伯

一
八
六
首

９

似
　
雲

一
八
二
首

10

千
　
蔭

一
六
九
首

11

馬
　
渕

一
六
三
首

12

貞
徳
（
延
陀
丸
）

一
六
一
首

13

常
　
縁

一
一
五
首

14

蒼
生
子

一
一
二
首

15

春
（
東
）
麿

一
一
一
首

16

沢
　
庵

一
〇
七
首

17

宗
　

一
〇
三
首

18

空
　
阿

八
七
首

19

契
　
沖

七
八
首

20

元
（
玄
）
政

五
九
首

21

芦
（
蘆
）
庵

五
五
首

作
　
者

歌
　
数
●

22

重
　
明

五
〇
首

23

桂
　
山

四
二
首

24

長
　
流

三
一
首

25

玉
　
山

二
九
首

25

道
　
灌

二
九
首

27

蒿
　
蹊

二
八
首

27

慈
　
延

二
八
首

29

信
　
徳

二
四
首

30

信
　

二
二
首

31

古
　
軒

二
〇
首

31

真
　
清

二
〇
首

33

惟
　
足

一
五
首

34

敬
　
儀

一
三
首

35

影
　
面

一
二
首

35

維
（
惟
）
損

一
二
首

作
　
者

歌
　
数
●

37

清
　
亭

一
一
具

38

澄
　
月

一
〇
首

39

季
　
吟

九
首

39

諸
　
鳥

九
首

41

宜
　
珍

八
首

41

茂
　
睡

八
首

43

景
　
栖

七
首

43

忠
　
次

七
首

45

高
　
門

四
首

46

元
　
就

三
首

46

信
　
遍

三
首

48

い
さ
子

二
首

49

在
　
満

一
首

49

重
　
頼

一
首

合
　
　
計

四
〇
七
四
首



ど
の
情
報
を
も
提
供
し
て
、
本
集
の
性
格
に
迫
っ
て
み
た
い
と
思
う
。

13

東
常
縁
　
生
年
未
詳
〜
文
明
十
六1484

年
頃
没
か
。

25

太
田
道
灌
　
永
享
四1432

年
〜
文
明
十
八1486

年
七
月
二
十
六
日
、
五
十
五
歳
。

17

飯
尾
宗

応
永
二
十
八1421

年
〜
文
亀
二1502

年
七
月
三
十
日
、
八
十
二
歳
。

46

毛
利
元
就
　
明
応
六1497

年
〜
元
亀
二1571

年
六
月
十
四
日
、
七
十
五
歳
。

16

沢
庵
　
天
正
元1573

年
〜
正
保
二1645

年
十
二
月
十
日
、
七
十
三
歳
。

５
　
木
下
長
嘯
子
　
永
禄
十
一1568

年
〜
慶
安1649

年
六
月
十
五
日
、
八
十
二
歳
。

49

金
森
重
頼
　
文
禄
三1594
年
〜
慶
安
三1650

年
閏
十
月
七
日
、
五
十
七
歳
。

12

松
永
貞
徳
　
元
亀
二1571
年
〜
承
応
二1653

年
十
一
月
十
五
日
、
八
十
三
歳
。

43

榊
原
忠
次
　
慶
長
十1605

年
〜
寛
文
五1665

年
三
月
二
十
九
日
、
六
十
一
歳
。

20

石
井
元
政
　
元
和
九1623

年
〜
寛
文
八1668

年
二
月
十
八
日
、
四
十
六
歳
。

31

永
井
直
清
　
天
正
十
九1591

年
〜
寛
文
十
一1671

年
一
月
九
日
、
八
十
一
歳
。

24

下
河
辺
長
流
　
寛
永
二1627

年
〜
貞
享
三1686
年
六
月
三
日
、
六
十
一
歳
。

33

吉
川
惟
足
　
元
和
二1616

年
〜
元
禄
七1694

年
十
一
月
十
六
日
、
七
十
九
歳
。

25

山
名
玉
山
　
元
和
九1623

年
〜
元
禄
七1694

年
、
七
十
二
歳
。

19

契
沖
　
寛
永
十
七1640

年
〜
元
禄
十
四1701

年
一
月
二
十
五
日
、
六
十
二
歳
。

48

鷲
見
い
さ
子
　
元
禄
十
五1702

年
成
立
の
竹
内
時
安
斎
岑
延
編
『
清
地
草
』
に
収
載
。

39

北
村
季
吟
　
寛
永
元1624

年
〜
宝
永
二1705

年
六
月
十
五
日
、
八
十
二
歳
。

41

戸
田
茂
睡
　
寛
永
六1629

年
〜
宝
永
三1706

年
四
月
十
四
日
、
七
十
八
歳
。
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３
　
松
井
幸
隆
　
寛
永1624

年-44

年
頃
〜
正
徳1711 -16

年
頃
か
。

45

京
極
高
門
　
万
治
元1658

年
〜
享
保
六1721

年
二
月
十
七
日
、
六
十
四
歳
。

15

荷
田
春
麿
　
寛
文
九1669

年
〜
元
文
元1736

年
七
月
二
日
、
六
十
八
歳
。

８
　
有
賀
長
伯
　
寛
文
元1661

年
〜
元
文
二1737

年
六
月
二
日
、
七
十
七
歳
。

49

荷
田
在
満
　
宝
永
元1704

年
〜
宝
暦
元1751

年
八
月
四
日
、
四
十
六
歳
。

９
　
似
雲
　
延
宝
元1673

年
〜
宝
暦
三1753

年
七
月
八
日
、
八
十
一
歳
。

７
　
亨
弁
　
生
年
未
詳
〜
宝
暦
五1755

年
七
月
二
十
日
、
五
十
歳
前
後
か
。

46

成
島
信
遍
　
元
禄
二1689

年
〜
宝
暦
十1760

年
九
月
十
九
日
、
七
十
二
歳
。

30

雀
部
信
頬
　
宝
暦
十1760
年
、『
弖
邇
乎
波
義
慣
抄
』
を
出
版
。

23

川
合
桂
山
　
宝
永
五1708
年
〜
明
和
三1766

年
七
月
二
十
日
、
五
十
九
歳
。

11

賀
茂
真
渕
　
元
禄
十1667

年
〜
明
和
六1769

年
十
月
三
十
日
、
七
十
三
歳
。

４
　
萩
原
宗
固
　
元
禄
十
六1703

年
〜
天
明
四1784

年
五
月
二
日
、
八
十
二
歳
。

14

荷
田
蒼
生
子
　
享
保
七1772

年
〜
天
明
四1786
年
二
月
二
日
、
六
十
五
歳
。

31

古
軒
　
天
明
六1786

年
、『
星
使
の
と
き
』
を
出
版
。

39

林
諸
鳥
　
享
保
五1720

年
〜
寛
政
二1790

年
八
月
十
九
日
、
七
十
一
歳
。

６
　
伊
藤
松
軒
　
宝
永
六1709

年
〜
寛
政
六1795

年
十
月
三
十
日
、
八
十
六
歳
。

29

唐
崎
信
徳
　
元
文
二1737

年
〜
寛
政
八1796

年
十
一
月
十
八
日
、
六
十
歳
。

37

西
山
澄
月
　
正
徳
四1714

年
〜
寛
政
十1798

年
五
月
二
日
、
八
十
五
歳
。

21

小
沢
蘆
庵
　
享
保
八1723

年
〜
享
和
元1801

年
七
月
十
一
日
、
七
十
九
歳
。
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２
　
本
居
宣
長
　
享
保
十
五1730

年
〜
享
和
元1801

年
九
月
二
十
九
日
、
七
十
二
歳
。

27

慈
延
　
寛
延
元1748

年
〜
文
化
二1805

年
七
月
八
日
、
五
十
八
歳
。

27

伴
蒿
蹊
　
享
保
十
八1733

年
〜
文
化
三1806

年
七
月
二
十
五
日
、
七
十
四
歳
。

35

村
上
影
面
　
享
保
十
五1730

年
〜
文
化
四1807

年
十
一
月
十
八
日
、
七
十
八
歳
。

10

加
藤
千
蔭
　
享
保
二
十1735

年
〜
文
化
五1808

年
九
月
二
日
、
七
十
四
歳
。

34

田
山
敬
儀
　
明
和
三1766

年
年
〜
文
化
十
一1814

年
四
月
十
九
日
、
四
十
九
歳
。

18

空
阿
　
生
年
未
詳
〜
文
化
十
二1815

年
一
月
十
五
日
没
。

22

小
泉
重
明
　
宝
暦
五1755
年
〜
文
政
十1827

年
、
七
十
三
歳
。

41

上
田
宜
珍
　
宝
暦
四1754
年
〜
文
政
十
二1829

年
九
月
二
十
五
日
、
七
十
五
歳
。

１
　
高
井
宣
風
　
寛
保
三1743

年
〜
天
保
三1832

年
一
月
二
十
九
日
、
九
十
歳
。

35

維
（
惟
）
損
　
生
没
年
ほ
か
未
詳
。

43

景
栖
　
生
没
年
ほ
か
未
詳
。

37

晴
亭
　
生
没
年
ほ
か
未
詳
。

以
上
、
本
集
に
収
載
さ
れ
る
歌
人
を
時
系
列
に
よ
っ
て
列
挙
し
て
み
た
が
、
大
略
す
れ
ば
、
室
町
期
歌
人
と
江
戸
期
歌
人
の
二
系
統

に
分
類
さ
れ
よ
う
。
こ
の
う
ち
、
室
町
期
に
お
い
て
特
筆
さ
れ
る
の
は
、『
古
今
集
』
の
解
釈
に
関
す
る
秘
説
を
師
か
ら
弟
子
へ
伝
え

る
、
い
わ
ゆ
る
古
今
伝
授
が
秘
伝
化
さ
れ
、
権
威
化
さ
れ
る
に
至
っ
た
最
大
の
功
労
者
で
あ
る
、
東
常
縁
と
そ
の
伝
授
者
た
る
飯
尾

宗

の
詠
作
が
大
量
に
採
歌
さ
れ
る
な
か
に
、
当
代
の
武
将
で
あ
っ
た
太
田
道
灌
と
戦
国
大
名
た
る
毛
利
元
就
の
両
名
が
選
出
さ
れ
、

そ
の
詠
歌
が
収
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
江
戸
期
に
お
い
て
は
、
先
述
の
古
今
伝
授
を
、
宗

か
ら
継
承
し
て
二
条
派
伝
授
を
確
立
し
た
細
川
幽
斎
か
ら
相
伝
さ
れ
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た
、
寛
永
以
降
の
地
下
派
の
松
永
貞
徳
お
よ
び
弟
子
の
北
村
季
吟
・
石
井
元
政
、
ま
た
貞
徳
と
親
交
の
あ
っ
た
木
下
長
嘯
子
の
詠
歌
が

数
多
採
録
さ
れ
る
な
か
、
少
々
時
期
は
下
る
が
武
者
小
路
実
陰
か
ら
伝
授
を
受
け
た
似
雲
の
詠
作
も
大
量
に
収
載
さ
れ
る
一
方
、
古
今

伝
授
や
制
詞
な
ど
に
批
判
的
態
度
を
採
っ
た
戸
田
茂
睡
の
歌
が
み
え
る
の
は
興
味
深
い
と
い
え
よ
う
か
。
な
お
、
地
下
派
の
一
流
で
あ

る
有
賀
長
伯
と
そ
の
弟
子
桂
山
の
詠
作
も
収
載
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
さ
き
に
触
れ
た
長
嘯
子
に
私
淑
し
て
和
歌
を
学
ん
だ
下
河
辺
長
流
に
、
徳
川
光
圀
か
ら
『
万
葉
集
』
の
註
釈
の
依
頼
が

あ
っ
た
が
病
気
の
た
め
に
果
た
せ
ず
、
親
交
の
あ
っ
た
契
沖
に
そ
れ
を
譲
っ
た
結
果
、
契
沖
が
『
万
葉
代
匠
記
』
を
鋭
意
、
完
成
さ
せ

た
の
は
有
名
な
話
で
あ
る
。
本
集
に
こ
れ
ら
の
長
嘯
子
・
長
流
・
契
沖
の
三
歌
人
の
詠
歌
が
多
数
み
ら
れ
る
の
も
本
集
の
属
性
と
い
え

よ
う
が
、
こ
の
契
沖
の
万
葉
研
究
が
国
学
の
基
礎
と
な
っ
た
文
献
学
的
方
法
を
確
立
し
、
京
都
伏
見
稲
荷
神
社
の
神
官
で
あ
っ
た
荷
田

東
麿
や
そ
の
学
統
下
の
県
居
派
の
賀
茂
真
渕
、
そ
の
弟
子
筋
の
鈴
屋
派
の
本
居
宣
長
、
江
戸
派
の
加
藤
千
蔭
た
ち
に
影
響
を
与
え
た
こ

と
は
、
周
知
の
事
柄
に
属
し
よ
う
。
本
集
に
こ
れ
ら
の
歌
人
の
詠
歌
が
数
多
く
収
載
さ
れ
て
い
る
の
は
（
表
３
）
で
示
し
た
と
お
り
だ

が
、
ち
な
み
に
、
本
集
に
は
東
麿
の
家
系
に
連
な
る
蒼
生
子
や
在
満
の
名
も
み
え
て
い
る
。

な
お
、
冷
泉
為
村
門
に
入
り
宣
長
ら
と
も
親
交
が
あ
っ
た
が
、
安
永
二1773

年
頃
、
為
村
か
ら
破
門
さ
れ
た
後
、
作
為
や
技
巧
を
排

し
て
、
平
易
な
言
葉
で
真
情
を
詠
じ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
た
だ
ご
と
歌
」
を
提
唱
し
た
小
沢
蘆
庵
に
、
西
山
澄
月
、
伴
蒿
蹊
、
慈
延
の
三

人
を
加
え
て
、
当
時
平
安
四
天
王
と
称
さ
れ
た
歌
人
の
詠
作
が
、
蘆
庵
の
弟
子
田
山
敬
儀
の
歌
と
と
も
に
、
本
集
に
採
歌
さ
れ
て
い
る

実
態
も
見
の
が
せ
な
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
本
集
に
収
載
さ
れ
る
詠
歌
作
者
（
歌
人
）
の
時
系
列
の
視
点
か
ら
、
そ
の
属
性
に
言
及
し
て
き
た
が
、
そ
の
よ
う
な
歌
人
収

載
状
況
の
な
か
で
も
、
本
集
を
も
っ
と
も
特
徴
づ
け
る
の
は
、
江
戸
堂
上
派
に
属
す
る
歌
人
の
詠
作
を
大
量
に
収
載
し
て
い
る
こ
と
で

は
な
か
ろ
う
か
。

ち
な
み
に
、
松
野
陽
一
氏
『
江
戸
堂
上
派
歌
人
資
料

習
古
庵
亨
弁
著
作
集
』（
昭
和
五
五
・
七
、
新
典
社
）
は
、
亨
弁
を
中
核
に
据
え
て
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江
戸
派
堂
上
派
歌
人
の
動
静
を
豊
富
な
資
料
に
基
づ
い
て
明
ら
か
に
し
た
労
作
だ
が
、
そ
の
な
か
で
江
戸
堂
上
派
の
学
統
に
つ
い
て
、

蓮
阿
門
弟
の
亨
弁
の
歌
学
書
『
再
治
視
聴
筆
削
抄
出
』（
慶
応
義
塾
大
学
図
書
館
蔵
）
に
付
載
さ
れ
て
い
る
『
関
東
歌
道
系
伝
』
に
言

及
し
た
論
述
は
、
と
り
わ
け
有
益
で
あ
る
。
そ
の
『
関
東
歌
道
系
伝
』
を
参
照
す
る
と
、
江
戸
堂
上
派
の
人
脈
が
次
の
ご
と
く
系
譜
に

よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
『
関
東
歌
道
系
伝
』
に
示
さ
れ
た
江
戸
堂
上
派
の
学
統
は
、
松
野
氏
に
よ
れ
ば
、
京
都
で
町
奉
行
組
与
力
を
勤
め
な
が
ら
、
歌

学
を
中
院
通
茂
に
学
ん
で
い
た
松
井
幸
隆
が
、
晩
年
の
正
徳
年
間
（1711

〜16
）
頃
に
、
太
田
資
晴
や
六
郷
政
晴
の
要
請
に
よ
っ
て
江

戸
に
下
っ
て
、
歌
学
を
相
伝
し
は
じ
め
た
点
に
、
そ
の
始
源
が
認
め
ら
れ
る
由
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、『
関
東
歌
道
系
伝
』
に
は
、
総

④

⑤

⑥

⑦

直
秀

知
清

広
道

花
禅

①

②

⑧

⑨

⑩

⑪

通
茂
公

釣
月

蓮
阿

亨
弁

宗
固

昭
阿

③

⑲

⑫

幸
隆

隆
音

翁⑬
宣
風

⑭

⑮

松
軒

桂
山⑯

柳
子⑰

芦
水⑱

玄
圃
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勢
十
九
人
に
よ
る
系
譜
が
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
う
ち
、
本
集
に
収
載
さ
れ
る
歌
人
は
、
③
松
井
幸
隆
、
⑨
亨
弁
、
⑩
岡
本

宗
固
、
⑬
高
井
宣
風
、
⑭
伊
藤
松
軒
、
⑮
川
合
桂
山
の
六
人
だ
が
、
本
集
に
収
録
の
詠
歌
数
の
順
で
は
、
一
位
高
井
宣
風
、
三
位
松
井

幸
隆
、
四
位
岡
本
宗
固
、
六
位
伊
藤
松
軒
、
七
位
亨
弁
、
二
十
三
位
川
合
桂
山
の
と
お
り
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
本
集
で
は
、
江
戸
堂
上

派
歌
人
が
圧
倒
的
に
上
位
を
独
占
し
て
い
る
実
態
が
知
ら
れ
よ
う
。

以
上
、
本
集
の
内
実
を
詠
歌
作
者
の
視
点
か
ら
探
索
し
、
あ
る
程
度
の
傾
向
を
把
握
し
え
た
が
、
そ
れ
で
は
何
故
に
、
本
集
で
は
こ

の
よ
う
に
江
戸
堂
上
派
の
歌
人
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
の
章
節
で
改
め
て
詳
細
に
論
述
す
る

こ
と
に
し
た
い
と
思
う
。

五
　
編
纂
目
的
と
成
立
な
ど
の
問
題

以
上
、
歌
題
と
詠
歌
作
者
の
視
点
か
ら
、
本
集
の
内
実
に
つ
い
て
大
略
、
検
討
し
て
き
た
が
、
次
に
、
本
集
の
成
立
と
編
者
な
ど
の

問
題
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
た
い
と
思
う
。

ま
ず
、
本
集
の
編
纂
目
的
に
言
及
す
れ
ば
、
本
集
の
巻
頭
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
、
高
井
八
穂
と
榛
原
保
人
の
両
名
に
よ
る
個
別
の
序

文
が
、
か
な
り
の
示
唆
を
与
え
よ
う
と
判
断
さ
れ
る
の
で
、
以
下
に
、
そ
の
序
文
を
掲
げ
て
お
こ
う
。

此
集
は
世
に
名
の
き
こ
え
し
人
た
ち
の
よ
み
置
給
ふ
け
り
し
歌
を
、
父
の
年
ご
ろ
あ
つ
め
ら
れ
し
は
、
火
の
た
め
に
け
ぶ
り
と

な
り
に
た
り
。
は
た
、
か
く
聞
伝
へ
に
か
い
つ
ら
ね
ら
れ
し
を
、
人
々
う
つ
し
と
ら
ま
く
こ
ふ
。
よ
て
、
筆
の
労
を
た
す
け
ん
と
、

此
三
人
の
板
に
ゑ
り
て
あ
た
へ
む
と
す
。

各
故
人
の
う
た
の
み
な
り
。
人
し
ら
ず
う
づ
も
れ
ん
こ
と
を
お
し
む
と
て
、
家
々
に
ひ
め
を
か
れ
し
を
こ
ふ
に
、
も
と
め
が
た

く
も
れ
た
る
は
、
い
と
か
ひ
な
し
。
あ
り
の
す
さ
び
に
よ
み
を
か
れ
し
を
、
か
く
い
給
ふ
は
、
よ
み
人
の
こ
ゝ
ろ
に
も
た
が
ふ
べ

17 高井八穂・榛原保人編『類題名家和歌集』の成立



し
。
か
く
そ
ふ
な
ら
ば
、
い
か
で
よ
み
置
給
は
む
。

聞
つ
た
へ
あ
る
は
、
人
の
書
を
き
し
な
ど
を
、
か
く
部
類
し
け
れ
ば
、
家
の
集
な
ど
に
た
が
ふ
事
の
な
き
に
し
も
あ
ら
じ
。
さ

る
は
、
補
ひ
た
ま
へ
か
し
。

父
の
う
た
は
い
な
び
て
く
は
へ
ざ
り
し
を
、
哥
の
た
ら
は
ぬ
処
々
の
く
さ
び
に
と
、
せ
ち
に
そ
ゝ
の
か
さ
れ
て
、
御
点
た
ま
は

り
し
を
、
い
さ
ゝ
か
く
は
へ
た
り
。
七
十
に
も
み
て
る
翁
の
わ
ざ
見
ゆ
る
し
給
ふ
べ
し
。

こ
ゝ
に
も
れ
し
は
、
後
編
に
く
は
ふ
べ
し
。
後
編
は
新
古
の
わ
か
ち
な
く
、
だ
れ
の
う
た
を
も
く
は
ふ
べ
け
れ
ば
、
ひ
め
を
か

ず
し
て
給
ふ
べ
し
。
部
類
す
れ
ば
、
ち
り
ぼ
は
ず
し
て
つ
た
は
り
ぬ
ら
む
、
と
父
の
ほ
い
な
り
。

家
の
集
な
ど
は
、
其
人
ひ
と
り
の
哥
に
て
、
こ
と

ぐ
く
は
集
も
な
く
、
後

く
は
人
し
れ
ず
な
り
ぬ
べ
き
事
を
い
と
な
げ
か

し
く
、
こ
た
び
か
く
三
巻
と
し
て
、
の
ち
に
も
つ
た
は
れ
と
て
な
む
。

八
穂
●

よ
に
名
の
き
こ
え
し
人
た
ち
の
よ
み
を
か
れ
給
ふ
け
り
し
を
、
と
し
比
翁
の
あ
つ
め
ら
れ
し
は
、
火
の
た
め
に
け
ぶ
り
と
な
り

に
た
り
。
そ
が
の
ち
に
、
か
く
の
ご
と
く
き
ゝ
つ
た
へ
に
か
き
つ
ら
ね
ら
れ
し
を
、
人
々
う
つ
し
と
ら
ま
く
こ
ふ
。
よ
て
、
を
の

れ
ふ
ん
で
の
労
を
た
す
け
む
と
、
板
に
ゑ
り
て
あ
た
ふ
。

み
な
故
人
の
哥
也
。
人
し
れ
ず
う
づ
も
れ
ん
こ
と
を
惜
と
て
、
家
々
に
ひ
め
を
か
れ
し
を
、
も
と
め
ら
れ
し
中
に
、
も
と
め
が

た
く
も
れ
た
る
は
、
か
ひ
な
し
。

き
ゝ
つ
た
へ
あ
る
は
、
人
の
書
を
き
し
を
部
類
し
な
け
れ
ば
、
家
の
集
な
ど
に
た
が
ふ
こ
と
の
な
き
に
し
も
あ
ら
じ
。
さ
る
は

補
ひ
た
ま
へ
。

翁
の
哥
は
く
は
へ
ざ
り
し
を
、
哥
の
た
ら
は
ぬ
所

ぐ
の
く
さ
び
に
と
、
せ
ち
に
も
と
め
て
く
は
へ
た
り
。

こ
ゝ
に
も
れ
し
は
ま
た
の
ち
に
あ
つ
む
る
に
、
い
に
し
へ
今
の
わ
か
ち
な
く
加
ふ
べ
け
れ
ば
、
ひ
め
を
か
ず
し
て
た
ま
ふ
べ
し
。
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か
く
部
類
す
れ
ば
、
ち
り
ぼ
は
ず
し
て
つ
た
は
り
ぬ
ら
む
、
と
お
き
な
の
ほ
い
也
。

榛
原
　
保
人
●

こ
の
高
井
八
穂
と
榛
原
保
人
の
両
名
に
よ
る
序
文
の
内
容
を
吟
味
す
る
に
、
不
思
議
な
こ
と
に
、
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
こ
と
が
知
ら

れ
よ
う
。
そ
こ
で
、
両
者
の
序
文
を
総
合
し
て
要
約
し
て
み
る
と
、
本
集
は
「
世
に
名
の
聞
こ
え
し
人
た
ち
の
詠
み
置
き
給
ひ
け
り
し

歌
を
」、
高
井
八
穂
の
父
・
宣
風
が
蒐
集
し
、
ま
た
、
他
人
が
「
聞
き
伝
へ
に
書
き
連
ね
ら
れ
し
」
歌
稿
を
蒐
集
し
て
い
た
が
、
そ
れ

ら
の
情
報
を
仄
聞
し
た
「
人
々
（
が
そ
の
歌
稿
を
）
写
し
取
ら
ま
く
（
思
っ
て
）
乞
ふ
」
の
で
、
か
れ
ら
の
「
筆
の
労
を
助
け
ん
と
」

企
図
し
て
、「
此
三
人
」（
を
の
れ
）
が
撰
集
し
て
版
行
に
至
っ
た
と
い
う
の
だ
。
ち
な
み
に
、
八
穂
と
榛
原
の
序
文
で
は
「
板
に
選
り

て
あ
た
へ
」
た
人
物
に
異
同
が
あ
っ
て
、
前
者
で
は
八
穂
と
榛
原
の
ほ
か
に
も
う
一
人
、
都
合
「
此
三
人
」
が
、
後
者
で
は
榛
原
が

各
々
、
そ
の
任
に
当
っ
た
と
し
て
い
る
が
、
八
穂
の
い
う
三
人
に
「
宣
風
」
を
想
定
す
る
の
は
無
理
と
判
断
さ
れ
る
の
で
、
こ
こ
は
一

応
、
高
井
宣
風
と
榛
原
保
人
の
二
人
を
編
者
に
想
定
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

こ
う
し
て
蒐
集
さ
れ
た
歌
稿
は
い
ず
れ
も
「
各
故
人
の
歌
の
み
」
で
、
そ
の
蒐
集
に
当
た
っ
て
は
種
々
様
々
な
事
情
が
あ
っ
て
一
様

で
は
な
か
っ
た
が
、
本
集
の
「
部
類
」
に
当
っ
て
は
、
二
人
の
編
者
は
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
て
、「
哥
の
足
ら
は
ぬ
処
々
の
く

さ
び
に
と
、（
中
略
）
御
点
た
ま
は
り
し
」
詠
作
に
限
っ
て
、
高
井
宣
風
の
歌
を
付
加
し
た
と
い
う
。

ち
な
み
に
、
本
集
に
「
漏
れ
し
は
、
後
編
」
が
予
定
さ
れ
て
、
そ
の
「
後
編
は
新
古
の
分
か
ち
な
く
、
誰
の
歌
を
も
加
ふ
」
こ
と
が

目
論
ま
れ
て
い
る
の
で
、
今
回
の
本
集
お
よ
び
今
後
刊
行
予
定
の
「
後
編
」
の
編
纂
意
図
に
は
、「
家
の
集
な
ど
は
、
其
一
人
の
哥
に

て
、
悉
く
は
集
も
な
く
、
後
々
は
人
知
れ
ず
し
て
」
散
佚
し
て
し
ま
う
こ
と
を
懸
念
し
た
高
井
宣
風
の
「
本
意
」
が
反
映
し
て
い
る
、

と
こ
の
序
文
は
結
ば
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
要
す
る
に
、
本
集
の
編
纂
目
的
は
、
編
者
た
ち
の
活
躍
し
て
い
た
当
今
に
お
い
て
、
高
井
宣
風
が
鋭
意
蒐
集
し
て
い
た
、

「
故
人
」
の
「
名
家
」（
有
名
人
）
た
ち
の
詠
歌
を
中
核
に
し
て
、
そ
れ
に
現
存
の
高
井
宣
風
の
詠
作
も
加
え
て
「
部
類
」
さ
れ
た
類
題

集
を
編
纂
し
て
、
当
該
歌
の
散
佚
を
免
れ
よ
う
と
し
た
営
為
に
認
め
ら
れ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
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と
こ
ろ
で
、
本
集
の
成
立
の
問
題
だ
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
編
者
の
高
井
八
穂
と
榛
原
保
人
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
ゆ
え
に
、

そ
の
知
見
を
求
め
る
に
、
現
在
、
後
者
に
つ
い
て
は
未
詳
の
事
柄
に
属
す
る
の
で
、
以
下
に
は
、
高
井
親
子
の
宣
風
と
八
穂
の
情
報
を
、

『
日
本
人
名
大
事
典
４
』（
昭
和
五
四
・
七
覆
刻
版
第
一
刷
、
平
凡
社
）
か
ら
紹
介
し
て
お
こ
う
と
思
う
。

タ
カ
イ
ノ
リ
カ
ゼ

高
井
宣
風
（
一
七
四
三
―
一
八
三
二
）

徳
川
中
期
の
歌
人
。
常
盤
井
氏
。
通
称
伊
十
郎
、
八
十
郎
、
号
を

春
雨
亭
と
い
ふ
。
信
濃
の
人
、
江
戸
に
住
す
。
初
め
道
具
屋
を
業
と
し
た
が
、
歌
道
を
日
野
資
枝
、
萩
原
宗
固
に
修
め
、
麹
町
に

家
塾
を
開
い
て
和
歌
の
宗
匠
と
な
り
、
武
蔵
忍
藩
主
阿
部
正
由
、
川
越
侍
従
、
日
野
資
矩
、
外
山
光
実
ら
の
愛
顧
を
受
け
、
歌
名

漸
く
高
く
、
本
居
宣
長
、
加
藤
千
蔭
、
村
田
春
海
ら
と
も
風
交
が
あ
っ
た
。
著
書
に
『
萬
葉
集
残
考
』、
歌
稿
『
春
雨
集
』
が
あ

る
。
天
保
三
年
正
月
二
十
九
日
没
す
。
年
九
十
。

（
森
繁
）

タ
カ
イ
ヤ
ツ
ホ

高
井
八
穂
　
徳
川
中
期
の
国
学
者
。
江
戸
の
人
。
宣
風
の
子
。
通
称
弥
三
郎
の
ち
伊
十
郎
と
改
む
。
国
学
に
志

し
て
本
居
宣
長
の
門
に
入
り
、
加
藤
千
蔭
、
林
田
春
海
ら
と
親
交
が
あ
り
、
従
ひ
学
ぶ
者
が
多
か
っ
た
。
生
没
年
未
詳
。『
古
今

仮
名
遣
』『
古
詞
類
題
和
歌
集
』
の
著
が
あ
り
、
ま
た
父
の
『
言
葉
書
題
集
』
を
編
集
し
、
ま
た
天
保
八
年
父
の
和
歌
を
集
め
て

『
春
雨
集
』
を
上
梓
し
た
。

こ
の
う
ち
、
高
井
八
穂
の
生
没
年
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
未
詳
に
属
す
る
事
柄
だ
が
、
本
集
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
刊
記
に

文
化
九
年
申
正
月

本
石
町
十
軒
店

萬
笈
堂
　
英
　
平
吉

大
伝
馬
町

瑞
宝
堂
　
大
和
田
安
兵
衛

の
記
述
が
存
す
る
の
で
、
本
集
の
刊
行
年
月
が
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
正
月
で
あ
る
こ
と
は
言
を
待
つ
ま
い
。
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と
こ
ろ
で
、
本
集
の
成
立
の
問
題
に
示
唆
を
与
え
る
の
が
、
八
穂
の
記
し
た
序
文
の
な
か
の
「
七
十
に
も
充
て
る
翁
（
宣
風
）
の
わ

ざ
」
の
文
言
で
あ
る
。
こ
の
記
事
の
内
容
を
、
宣
風
の
七
十
歳
の
営
為
と
み
な
す
な
ら
ば
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
そ
れ
は
ま
さ
に
文
化

九
年
が
該
当
す
る
の
で
あ
る
。
と
な
る
と
、
本
集
の
刊
行
年
月
が
同
年
正
月
で
あ
る
わ
け
だ
か
ら
、
常
識
的
に
考
え
る
な
ら
ば
、
本
集

の
成
立
は
、
そ
の
前
年
の
文
化
八
年
（
一
九
一
一
）
中
に
は
完
成
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
、
と
推
測
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

最
後
に
、
本
集
の
近
世
中
期
ご
ろ
の
類
題
和
歌
集
成
立
史
に
お
け
る
位
相
に
言
及
す
べ
く
、
表
題
に
「
名
家
」
な
る
用
語
を
含
む
作

品
を
列
挙
す
る
な
ら
ば
、
お
お
よ
そ
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

１
　
名
家
揃
（
寛
政
十
二
年
〈1800

〉
刊
、
杉
野
翠
兄
著
、
一
冊
）

２
　
名
家
拾
葉
集
（
同
、
楳
塢
ほ
か
編
、
二
冊
）

３
　
類
題
名
家
和
歌
集
（
文
化
九
年
〈1812

〉
刊
、
高
井
八
穂
・
榛
原
保
人
編
、
三
冊
）

４
　
名
家
略
伝
（
天
保
五
年
〈1834
〉
刊
、
山
崎
美
成
著
、
四
冊
）

５
　
名
家
発
句
類
題
集
（
天
保
八
年
〈1837
〉
刊
、
三
志
著
、
四
冊
）

６
　
近
世
名
家
集
類
題
（
天
保
十
四
年
〈1843
〉
刊
、
鈴
木
重
胤
著
、
四
冊
）

７
　
今
世
名
家
文
鈔
（
安
政
二
年
〈1855

〉
刊
、
月
性
編
、
八
冊
）

８
　
近
世
名
家
詩
鈔
（
万
延
二
年
〈1861

〉
刊
、
関
重
弘
・
藤
田
亀
編
、
三
冊
）

９
　
名
家
肖
像
集
（
成
立
年
未
詳
、
写
本
、
二
帖
）

10

名
家
肖
像
大
鑑
（
同
、
同
、
一
冊
）

11

名
家
画
譜
（
同
、
丹
羽
桃
渓
編
、
刊
本
、
一
冊
）

12

近
世
名
家
書
画
談
（
同
、
安
西
雲
煙
著
、
完
本
、
四
冊
）
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13

名
家
手
簡
（
同
、
山
内
香
雪
著
、
刊
本
、
十
九
冊
）

14

名
家
世
系
譜
（
同
、
写
本
、
一
冊
）

15

今
世
名
家
発
句
集
（
同
、
文
和
編
、
写
本
、
一
冊
）

16

名
家
短
冊
帖
（
同
、
梅
価
編
、
刊
本
、
一
冊
）

ち
な
み
に
、「
名
家
」
な
る
用
語
を
含
む
作
品
で
は
、
伝
紀
貫
之
筆
に
な
る
、
在
原
元
方
・
清
原
深
養
父
・
坂
上
是
則
・
藤
原
興

風
・
同
兼
輔
・
源
公
忠
な
ど
、
平
安
時
代
の
名
あ
る
歌
人
の
家
集
の
断
簡
を
蒐
集
し
た
『
部
類
名
家
集
』
が
、
お
そ
ら
く
も
っ
と
も
は

や
い
時
期
の
も
の
と
憶
測
さ
れ
よ
う
が
、
こ
こ
に
は
近
世
期
に
成
立
し
た
と
推
測
さ
れ
る
各
分
野
の
作
品
を
列
記
し
て
み
た
。
す
な
わ

ち
、
１
・
４
な
ど
が
伝
記
的
な
視
点
か
ら
の
も
の
、
２
・
３
・
６
・
16
な
ど
が
詠
歌
を
集
め
た
も
の
、
５
・
15
な
ど
が
発
句
を
蒐
集
し

た
も
の
、
７
・
13
な
ど
が
自
由
な
散
文
の
視
点
か
ら
の
も
の
、
８
が
漢
詩
を
蒐
集
し
た
も
の
、
９
・
10
・
11
・
12
な
ど
が
主
に
画
像
の

視
点
か
ら
の
も
の
、
14
が
系
譜
の
視
点
か
ら
の
も
の
と
、
お
お
よ
そ
分
類
で
き
る
よ
う
だ
。

こ
の
う
ち
、
近
世
中
期
ご
ろ
の
類
題
和
歌
集
成
立
史
に
関
係
す
る
の
は
２
・
３
・
６
・
16
な
ど
の
作
品
で
あ
ろ
う
が
、
た
だ
２
の

『
名
家
拾
葉
集
』
に
つ
い
て
は
少
々
問
題
が
存
す
る
の
で
、
説
明
を
付
し
て
お
こ
う
。
そ
れ
は
拙
稿
「『
名
家
拾
葉
集
』
の
成
立
」（『
京

都
光
華
女
子
大
学
研
究
紀
要
　
第
四
十
四
号
』
平
成
一
八
・
一
二
）
で
言
及
し
た
よ
う
に
、『
名
家
拾
葉
集
』
な
る
類
題
集
が
実
は
、

享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）
に
、
坂
静
山
編
『
和
歌
山
下
水
』
を
一
部
省
略
し
た
形
で
復
刻
し
た
、
完
全
な
る
盗
作
版
で
あ
る
か
ら
だ
。

何
故
に
こ
の
よ
う
な
不
祥
事
が
行
わ
れ
た
の
か
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
筆
者
は
そ
の
解
明
を
な
し
え
て
い
な
い
が
、
と
も

か
く
『
名
家
拾
葉
集
』
が
『
和
歌
山
下
水
』
の
完
全
な
る
復
刻
版
で
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
か
ら
、
当
面
の
問
題
か
ら
は
『
名
家
拾

葉
集
』
を
除
外
し
て
扱
う
の
が
妥
当
な
判
断
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
と
な
る
と
、
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
類
題
名

家
和
歌
集
』
が
「
名
家
」
な
る
用
語
を
書
名
に
も
つ
類
題
集
と
し
て
は
最
初
の
類
題
集
に
な
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
こ
の
種
の
類
題
集
の
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刊
行
は
、
ほ
ぼ
三
十
年
が
経
過
し
た
天
保
十
四
年
に
版
行
さ
れ
た
『
近
世
名
家
集
類
題
』
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
だ
か
ら
、

要
す
る
に
、『
類
題
名
家
和
歌
集
』
は
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
こ
の
種
の
類
題
集
の
な
か
で
は
嚆
矢
の
位
相
に
あ
る
と
い
え
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

六
　
お
わ
り
に

以
上
、『
類
題
名
家
和
歌
集
』
に
つ
い
て
、
種
々
様
々
な
視
点
か
ら
基
礎
的
考
察
を
加
え
て
き
た
が
、
こ
こ
で
こ
れ
ま
で
の
検
討
・

考
察
を
と
お
し
て
得
ら
れ
た
結
果
を
、
箇
条
書
き
に
摘
記
し
て
、
本
稿
の
一
応
の
結
論
に
し
た
い
と
思
う
。

（
一
）

『
類
題
名
家
和
歌
集
』
の
伝
本
に
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
も
版
本
で
は
あ
る
が
、
文
化
九
年
刊
、
天
保
十
二
年
刊
、

刊
年
未
掲
載
の
三
種
類
が
存
す
る
。
本
稿
で
は
こ
の
う
ち
、
臼
杵
市
立
臼
杵
図
書
館
蔵
に
か
か
る
文
化
九
年
版
（
三
冊
）
を

利
用
し
た
。

（
二
）

本
集
は
総
丁
数
百
九
十
九
丁
（
上
冊
〈
序
・
春
之
部
・
夏
之
部
〉
・
七
十
丁
、
中
冊
〈
秋
之
部
・
冬
之
部
〉
・
六
十
一
丁
、

下
冊
〈
恋
之
部
・
雜
之
部
〉
・
六
十
八
丁
）
を
数
え
る
。

（
三
）

総
歌
数
は
四
千
七
十
四
首
（
春
之
部
・
八
百
七
十
六
首
、
夏
之
部
・
六
百
十
首
、
秋
之
部
・
七
百
五
十
九
首
、
冬
之
部
・

五
百
二
首
、
恋
之
部
・
七
百
二
十
一
首
、
雜
之
部
・
六
百
六
首
）
で
、
中
規
模
の
類
題
集
と
い
え
よ
う
か
。

（
四
）

本
集
に
収
録
さ
れ
る
歌
題
は
、
近
世
期
に
版
行
さ
れ
た
類
題
集
『
題
林
愚
抄
』『
明
題
和
歌
全
集
』
と
比
較
し
て
も
、
ま

っ
た
く
遜
色
の
な
い
規
模
と
内
容
で
あ
る
。

（
五
）

本
集
に
収
録
さ
れ
る
例
歌
（
証
歌
）
の
撰
集
資
料
は
、
目
下
、
未
詳
と
言
わ
ざ
る
を
得
ず
、
そ
こ
に
原
拠
資
料
の
私
家
集
、

お
よ
び
私
撰
集
や
類
題
集
を
特
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
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（
六
）

本
集
の
詠
歌
作
者
の
う
ち
、
百
首
以
上
の
詠
作
が
収
載
さ
れ
る
の
は
、
高
井
宣
風
・
本
居
宣
長
・
松
井
幸
隆
・
萩
原
宗

固
・
木
下
長
嘯
子
・
伊
藤
松
軒
・
習
古
庵
亨
弁
・
有
賀
長
伯
・
似
雲
・
加
藤
千
蔭
・
賀
茂
真
渕
・
松
永
貞
徳
（
延
陀
丸
）
・

東
常
縁
・
荷
田
蒼
生
子
・
同
春
麿
・
沢
庵
・
飯
尾
宗

な
ど
で
、
室
町
後
期
か
ら
江
戸
中
期
こ
ろ
の
歌
人
で
あ
る
。

（
七
）

本
集
の
収
載
歌
人
の
な
か
で
は
、
江
戸
堂
上
派
に
属
す
る
歌
人
が
大
半
を
占
め
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
本
集
の
属
性
が
認
め

ら
れ
る
よ
う
だ
。

（
八
）

本
集
の
編
纂
目
的
は
、
高
井
八
穂
と
榛
原
保
人
の
序
文
に
よ
れ
ば
、
編
者
た
ち
の
活
躍
し
て
い
た
当
今
に
、
高
井
宣
風
が

鋭
意
蒐
集
し
て
い
た
「
故
人
」
の
「
名
家
」
た
ち
の
詠
歌
を
中
核
に
し
て
、
現
存
の
宣
風
の
詠
作
も
加
え
た
類
題
集
を
編
纂

し
、
当
該
歌
の
散
佚
を
免
れ
よ
う
と
い
た
営
為
に
認
め
ら
れ
よ
う
か
。

（
九
）

本
集
の
編
者
に
は
、
高
井
八
穂
と
榛
原
保
人
の
両
人
が
想
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

（
十
）

本
集
は
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
ま
で
に
は
成
立
を
み
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

（
十
一
）

本
集
の
刊
行
年
月
は
、
刊
記
か
ら
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
一
月
と
規
定
で
き
る
。

（
十
二
）

本
集
の
よ
う
に
、
書
名
に
「
名
家
」
な
る
用
語
を
含
む
近
世
中
期
ご
ろ
に
成
立
し
た
著
作
は
、
お
よ
そ
十
六
編
ほ
ど
見

出
し
う
る
が
、
そ
の
な
か
で
類
題
集
は
ほ
ん
の
数
編
で
し
か
な
い
も
の
の
、
あ
え
て
そ
の
類
題
集
成
立
史
に
言
及
す
れ
ば
、

本
集
は
そ
の
な
か
で
は
嚆
矢
に
あ
た
る
位
相
に
あ
る
と
言
え
よ
う
か
。

な
お
、
本
集
に
つ
い
て
さ
ら
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
は
、
数
多
存
す
る
と
い
え
よ
う
が
、
一
応
の
基
礎
的
考
察
を
終
え

た
い
ま
は
、
そ
れ
ら
の
残
さ
れ
た
問
題
は
今
後
の
課
題
と
す
る
こ
と
に
し
て
、
こ
の
あ
た
り
で
蕪
雜
な
作
業
報
告
は
ひ
と
ま
ず
、
措
く

こ
と
に
し
た
い
と
思
う
。
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